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秀
吉
権
力
と
杉
原
家
次

　
　
　

堀　

越　

祐　

一　
　

　
　
は
じ
め
に

　

近
年
、
豊
臣
政
権
研
究
は
大
い
に
進
展
し
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
に
今
後
一
層
の
飛
躍
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る

ま
い
。
そ
れ
が
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集（

１
）』
や
『
織
豊
期
主
要
人
物
居
所
集
成（
２
）』
な
ど
の
刊
行
に
よ
り
、
基
本
史
料
や
デ
ー
タ
の
公
開
が
著
し

く
進
ん
だ
こ
と
に
下
支
え
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
研
究
者
の
一
致
し
た
見
解
で
あ
ろ
う
。
だ
が
も
う
ひ
と
つ
、
さ
ら
な
る
研
究
の
深
化
に

は
、
秀
吉
や
「
五
大
老
」
な
ど
の
有
力
大
名
の
み
な
ら
ず
、
石
田
三
成
に
代
表
さ
れ
る
奉
行
人
ク
ラ
ス
の
動
向
の
解
明
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
い
う
の
も
、
研
究
者
に
共
通
し
た
考
え
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
奉
行
人
の
概
念
と
し
て
、
軍
事
面
で
の
活
動
と
は
直

接
関
係
せ
ず
、
検
地
や
代
官
、
蔵
米
の
管
理
な
ど
に
従
事
し
た
者
の
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
独
裁
的
傾
向
の
強
い
豊
臣
政
権
に
お
い
て
、

秀
吉
の
意
向
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
時
に
は
地
方
へ
出
向
し
、
ま
た
時
に
は
政
権
中
枢
に
お
い
て
意
見
具
申
や
政
策
立
案
に
参
画
し
た
で

あ
ろ
う
奉
行
人
の
重
要
性
は
、
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

　

だ
が
、	

谷
徹
也
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に（
３
）、
豊
臣
奉
行
人
の
研
究
は
立
ち
遅
れ
気
味
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
谷
氏
の
言
う
よ
う
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に
、
奉
行
人
の
発
給
文
書
は
ほ
と
ん
ど
が
書
状
形
式
な
た
め
無
年
号
の
も
の
が
多
く
、
年
代
比
定
が
困
難
な
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
戦
国
大
名
や
織
田
権
力
と
異
な
り
全
国
政
権
で
あ
っ
た
た
め
、
必
然
的
に
奉
行
人
の
活
動
範
囲
も
全
国
規
模
で
あ
っ
た
こ
と

も
、
そ
の
一
因
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
奉
行
人
と
し
て
最
古
参
の
一
人
で
あ
り
、
後
に
石
田
三
成
ら
と
と
も
に
「
五
奉
行
」

に
も
選
ば
れ
た
浅
野
長
政
（
初
名
は
長
吉
）
の
活
動
範
囲
は
、
畿
内
は
も
と
よ
り
、
九
州
や
四
国
、
東
北
地
方
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

　

す
な
わ
ち
豊
臣
奉
行
人
研
究
に
お
い
て
基
盤
と
な
る
の
は
、
そ
の
発
給
・
受
給
文
書
の
網
羅
的
収
集
と
そ
の
分
析
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
作
業
は
な
か
な
か
困
難
と
い
う
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
豊
臣
政
権
研
究
の
更
な
る
進
展
の
た
め
に
は
避
け
て
通

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
秀
吉
奉
行
人
の
草
分
け
的
存
在
と
も
い
え
る
杉
原
家
次
に
注
目
し
た
い
。
杉
原
家
次
は
秀
吉

夫
人
の
叔
父
に
あ
た
り（

４
）、

血
縁
者
の
少
な
い
秀
吉
に
と
っ
て
は
貴
重
な
親
族
で
あ
っ
て
、
ま
た
織
田
期
か
ら
秀
吉
政
権
初
期
ま
で
の
間
、

そ
の
権
力
を
支
え
る
最
も
有
力
な
奉
行
人
、
あ
る
い
は
宿
老
と
も
呼
ぶ
べ
き
地
位
に
あ
っ
た
。
秀
吉
家
中
に
お
け
る
位
置
付
け
は
、
例
え

ば
同
じ
く
親
族
で
あ
り
後
に
「
五
奉
行
」
と
な
っ
た
浅
野
長
政
な
ど
よ
り
も
上
位
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
が（

５
）、
そ
の
存
在
の
重
要
性
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
家
次
に
つ
い
て
の
研
究
は
意
外
な
ほ
ど
少
な
い（

６
）。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
家
次
の
発
給
・
受
給
文
書
を
可
能
な
限
り
検
出

し
、
そ
こ
か
ら
秀
吉
権
力
下
に
お
い
て
家
次
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　

一
．
杉
原
家
次
の
発
給
・
受
給
文
書

　

ま
ず
、
杉
原
家
次
の
発
給
・
受
給
文
書
の
全
体
像
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
細
か
な
検
討
は
行
わ
ず
、
概
観
を
提
示

す
る
に
と
ど
め
た
い
。
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
家
次
の
発
給
文
書
は
四
十
四
点
、
受
給
文
書
は
九
点
確
認
で
き
る
（
巻
末
掲
載
の
表
Ａ
・

Ｂ
参
照
）。
以
下
、
い
く
つ
か
項
目
に
分
け
て
み
て
い
こ
う
。
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67 秀吉権力と杉原家次

　
　
　

１
　
発
給
文
書

　
　
　
　

①
時
期
的
分
類

　

年
次
の
明
確
な
も
の
で
初
見
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
三
月
十
三
日
付
長
浜
八
幡
神
社
宛
掟
書
、終
見
が
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）

八
月
十
九
日
付
中
村
五
左
衛
門
尉
宛
知
行
充
行
状
で
あ
る
。
家
次
の
発
給
文
書
は
こ
の
十
年
間
に
限
ら
れ
て
い
る
。
内
わ
け
は
、
織
田
期

―
こ
こ
で
は
仮
に
、
本
能
寺
の
変
以
前
と
規
定
し
て
お
く
―
に
お
い
て
十
点
、
そ
れ
以
降
が
三
十
四
点
で
あ
る
が
、
家
次
が
京
都
奉
行
を

務
め
た
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
後
半
か
ら
翌
十
一
年
に
か
け
て
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
　
　
　

②
署
名

　

署
名
は
ほ
と
ん
ど
が
「
杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
通
称
を
「
弥
七
郎
」
と
し
て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
通
称
を
略
し
て
単
に
「
杉
原
家
次
」
と
の
み
署
名
し
て
い
る
文
書
の
比
率
が
高
く
、
一
つ
の
特
徴
と
言
え
る
。
ま
た
、
実
名
を
「
家

継
」
と
し
て
い
る
も
の
（
天
城
文
書
）
が
一
点
あ
り
、
こ
れ
は
家
次
最
後
の
発
給
文
書
だ
が
、
音
を
同
じ
ま
ま
文
字
を
改
め
た
と
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
杉
原
家
次
の
終
名
は
「
杉
原
家
継
」
で
あ
っ
た
。
花
押
に
つ
い
て
は
す
べ
て
ほ
ぼ
同
形
で
あ
り
、
さ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は

み
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　

③
充
所

　

京
都
・
播
磨
・
近
江
国
中
の
寺
社
宛
の
も
の
が
二
十
八
点
と
多
く
、
主
に
内
政
面
で
の
家
次
の
働
き
が
概
観
で
き
る
。
中
に
は
「
洛
中

洛
外
中
」、「
江
州
諸
職
人
中
」
と
い
う
よ
う
な
一
国
宛
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
よ
う
な
広
域
宛
の
も
の
も
存
在
す
る
。
な
お
、
家
臣
宛

の
も
の
は
中
村
五
左
衛
門
宛
に
二
例
ほ
ど
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
杉
原
家
中
の
有
り
様
を
窺
い
知
る
こ
と
は
、
家
次
文
書
か
ら
は
困
難

で
あ
る
。
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２
　
受
給
文
書

　
　
　
　

①
発
給
者

　

九
点
の
う
ち
八
点
は
秀
吉
が
発
し
た
文
書
で
あ
り
、
残
り
一
点
は
公
家
の
吉
田
兼
見
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
日
記
『
兼
見
卿
記
』
に
書

写
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

②
時
期

　

す
べ
て
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
以
降
で
あ
り
、
う
ち
わ
け
は
九
年
三
点
、
十
年
一
点
、
十
一
年
五
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

③
内
容

　

秀
吉
が
発
し
た
文
書
八
点
の
う
ち
、
四
点
が
兵
粮
な
ど
の
米
の
受
け
渡
し
を
命
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
他
は
、
賤
ヶ
岳
の
合
戦
に

際
し
て
近
江
坂
本
城
の
留
守
居
を
命
じ
た
も
の
、
知
行
充
行
状
、
秀
吉
「
台
所
入
」（
直
轄
領
）
の
代
官
に
任
命
し
た
も
の
、
大
坂
へ
の

参
向
を
命
じ
た
も
の
が
各
一
点
ず
つ
で
あ
る
。
ま
た
吉
田
兼
見
か
ら
の
も
の
は
、
長
壁
社
の
遷
座
に
関
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

二
．
織
田
期
に
お
け
る
家
次
の
動
向

　

以
下
、
具
体
的
検
討
に
は
い
る
が
、
ま
ず
長
浜
城
主
と
な
っ
た
秀
吉
の
領
内
支
配
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

　

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）、
浅
井
長
政
の
滅
亡
に
よ
り
秀
吉
は
そ
の
旧
領
の
う
ち
三
郡
（
伊
香
・
浅
井
・
坂
田
）
を
信
長
か
ら
与
え
ら
れ
、

新
た
に
長
浜
に
居
を
構
え
た
。
所
領
の
拡
大
が
家
臣
団
の
拡
充
を
と
も
な
う
の
は
当
然
で
、
折
か
ら
新
名
字
で
あ
る
「
羽
柴
」
を
称
す
る

よ
う
に
な
っ
た
秀
吉
は
、
大
名
た
る
羽
柴
家
臣
団
の
創
出
と
そ
の
整
備
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
同
年
末
、
浅
野
長
吉
や
樋
口
武
幸
、

真
野
助
宗
ら
が
知
行
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
ら
、こ
の
時
期
か
ら
秀
吉
の
家
臣
団
整
備
が
は
じ
ま
っ
た
と
み
な
し
て
よ
い
。	

9号【論文】堀越先生.indd   68 2017/02/23   19:11:44



69 秀吉権力と杉原家次

そ
の
際
、
た
と
え
ば
浅
野
長
吉
に
出
さ
れ
た
知
行
充
行
状
に
は
「
為
扶
助
百
弐
拾
石
令
支
配
候
」
と
い
う
よ
う
な
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
が（

７
）、

知
行
地
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
翌
年
九
月
、
秀
吉
が
浅
野
に
対
し
て
ま
た
も
充
行
状
を
出
し
た
折
に
は
、
石

高
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
一
二
〇
石
で
あ
る
も
の
の
「
当
郡
持
寺
郷
之
内
」
と
い
う
よ
う
に（

８
）、

知
行
地
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

①
検
地
を
含
む
新
領
地
の
掌
握
を
い
ま
だ
成
し
え
て
い
な
か
っ
た
秀
吉
は
当
初
、新
付
の
家
臣
に
対
し
て
知
行
地
を
与
え
る
こ
と
は
せ
ず
、

か
わ
り
に
扶
持
米
を
支
給
す
る
形
を
と
っ
た
こ
と
、
②
領
内
の
検
地
等
を
終
え
る
ま
で
約
九
ヵ
月
を
要
し
、
そ
の
後
順
次
家
臣
に
対
し
て

知
行
地
を
与
え
て
い
っ
た
こ
と
、
の
二
点
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
秀
吉
は
、
天
正
二
年
九
月
ま
で
領
内
の
支
配
の
基
盤
を
あ
る
程
度
固

め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
秀
吉
は
、
信
長
の
軍
事
行
動
に
従
事
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
領
国
統
治
を
行
う
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
家
次
は
そ
の

下
で
主
に
内
政
面
に
お
い
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
【
史
料
Ａ（

９
）】

　
　
　
　

当
寺
掟
之
事
、

　
　

一
、�

今
度
秀
吉
被
寄
進
候
百
六
拾
石
之
米
之
内
、
坊
主
衆
割
分
、
被
分
度
候
も
、
所
々
散
在
之
衆
幷
悪
党
等
分
者
、
八
幡
御
修
理
可

被
相
付
事
、

　
　

一
、
諸
般
免
許
事
、

　
　

一
、
坊
中
居
屋
敷
、
付
、
家
在
・
人
失
為
寺
中
検
置
、
如
先
規
、
八
幡
御
修
理
可
被
付
事
、

　
　
　
　

右
条
々
、
何
も
不
可
有
相
違
候
、
以
来
入
組
浄
教
坊
申
付
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
原
七
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　

天
正
三
年
三
月
十
三
日　
　
　

家
次
︵
花
押
）
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70

　
　
　

八
幡
宮

　
　
　
　
　

惣
中

　
【
史
料
Ｂ（

（1
（

】

　
　
　
　

は
し
か
き
な
く
候
、
以
上
、

　
　

�

此
四
人
之
衆
居
屋
敷
之
事
、
八
幡
寺
中
兼
々
支
配
あ
る
由
、
何
ニ
て
是
迄
左
様
ニ
候
哉
、
我
等
別
而
目
を
懸
申
候
之
間
、
惣
兼
ニ
裁

許
尤
候
、
尚
於
様
子
者
従
是
可
承
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
原
弥
七
郎

　
　
　
　

十（
天
正
三
年
ヵ
）

一
月
十
二
日　
　
　

家
次
（
花
押
）

　
　
　

八
幡
宮

　
　
　
　

惣
寺
中
へ

　
　
　
　
　
　
　

ま
い
る

　
【
史
料
Ａ
】
は
家
次
の
発
給
文
書
の
中
で
も
も
っ
と
も
古
く
、
長
浜
城
下
の
八
幡
神
社
に
対
し
、
秀
吉
の
社
領
寄
進
や
諸
役
免
除
を
通

達
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
【
史
料
Ｂ
】
は
同
社
に
対
し
て
「
四
人
之
居
屋
敷
」
に
つ
い
て
指
示
し
た
も
の
で
、
年
次
は
同
じ
く
天
正
三

年
と
推
定
さ
れ
る
。
家
次
の
長
浜
に
お
け
る
史
料
は
こ
の
二
点
の
み
だ
が
、
同
時
期
秀
吉
は
、
信
長
の
越
前
の
一
向
一
揆
討
伐
に
従
軍
し

て
お
り（

（1
（

、
家
次
は
こ
れ
ら
の
戦
い
に
は
参
加
せ
ず
、
留
守
の
秀
吉
に
代
わ
っ
て
長
浜
に
在
し
、
城
下
の
支
配
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
察

せ
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
【
史
料
Ｂ
】
に
み
え
る
「
弥
七
郎
」
と
い
う
通
称
は
他
の
史
料
で
も
確
認
で
き
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
六
月
五
日
、
安

土
城
天
守
閣
の
普
請
に
際
し
て
秀
吉
が
家
臣
を
動
員
し
た
お
り
、「
弥
七
郎
」
は
二
十
五
人
の
人
夫
動
員
を
命
じ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
は
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71 秀吉権力と杉原家次

浅
野
長
吉
の
十
一
人
、
小
出
秀
政
（
秀
吉
の
母
の
親
族
）
の
十
人
の
動
員
な
ど
と
比
べ
て
か
な
り
多
い
こ
と
か
ら
、
秀
吉
家
臣
中
で
も
相

当
の
有
力
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
杉
原
家
次
と
比
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
家
次
は
、
そ
の
通
称
を
「
七
郎
左
衛
門
」
か
ら
一
時

「
弥
七
郎
」
へ
改
め
、
後
に
再
び
「
七
郎
左
衛
門
」
へ
と
戻
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

な
お
こ
の
時
期
に
は
、
初
期
秀
吉
奉
行
人
と
も
呼
ぶ
べ
き
者
た
ち
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
浅
野
長
吉
・
伊
藤
秀
安
（
後
に
秀
盛
）・
高

田
秀
政
・
石
川
光
政
・
平
野
家
久
・
矢
野
重
謙
・
古
田
良
直
・
一
柳
藤
左
衛
門
尉
な
ど
の
名
が
史
料
上
検
出
で
き
る
。
秀
吉
夫
人
の
叔
父

で
一
族
中
の
最
年
長
者
で
あ
る
家
次
は
、
こ
れ
ら
奉
行
人
の
中
核
的
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

や
が
て
信
長
か
ら
中
国
地
方
の
経
略
を
命
じ
ら
れ
た
秀
吉
は
、
天
正
五
年
に
は
播
磨
へ
と
赴
く
。
同
八
年
一
月
に
は
そ
の
中
心
で
あ
る

三
木
城
を
攻
略
し
、
さ
ら
に
は
弟
長
秀
（
後
に
秀
長
）
に
命
じ
て
但
馬
を
も
平
定（

（1
（

、
自
身
は
西
へ
進
ん
で
姫
路
城
を
拠
点
と
し
毛
利
氏
と

対
峙
し
た
。
こ
の
間
、
家
次
は
三
木
城
の
城
代
と
し
て
こ
れ
を
預
か
り
、
そ
の
近
辺
の
支
配
を
任
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が（

（1
（

、
こ
の
こ
と
は
一

次
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　

以
上
、

　
　

�

貴
所
在
所
久
留
美
村
之
儀
、
悉
不
作
ニ
付
而
、
旁
以
肝
煎
・
百
姓
等
被
引
直
田
畠
、
不
荒
様
ニ
可
被
申
付
候
、
為
其
忠
節
筑
州
申
上
、

屋
敷
土
居
廻
之
分
御
赦
免
候
間
、
可
被
得
其
心
候
、
仍
為
後
日
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　

天
正
八　
　
　
　

杉
原

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
八
日　
　

家
次
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

飯
尾
理
右
衛
門
尉
殿

　

こ
れ
は
家
次
の
中
国
地
方
に
お
け
る
初
見
史
料
で
あ
る（

（1
（

。
久
留
美
村
は
美
嚢
郡
の
う
ち
、
三
木
城
の
程
近
く
に
あ
る
。
家
次
は
そ
の
地

に
所
領
を
持
つ
在
地
武
士
の
飯
尾
理
右
衛
門
尉
と
い
う
人
物
を
秀
吉
に
取
り
成
し
、「
屋
敷
土
居
廻
之
分
」
の
赦
免
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
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ま
た
天
正
八
年
八
月
二
十
九
日
に
は
、
三
木
城
の
南
西
、
加
古
郡
の
鶴
林
寺
に
「
其
方
御
寺
領
之
儀
、
秀
吉
江
申
上
候
て
、
前
々
より
た

い
子
へ
何
程
、
又
寺
僧
衆
へ
二
度
な
み
の
通
申
上
候
へ
ハ
、
け
つ
く
そ
れ
より
過
分
ニ
御
き
し
ん
可
被
成
之
旨
候
間
、
被
得
其
意
候
て
尤
候
、

然
共
御
判
旨
取
候
て
可
遣
候
間
、
御
礼
之
御
用
意
尤
候
、
未
お
ん
ミ
つ
に
て
候
へ
ハ
、
先
御
た
る
の
御
用
意
さ
せ
可
申
と
存
候
て
申
入
事

候
」
と
申
し
送
っ
て
い
る（

（1
（

。
秀
吉
か
ら
鶴
林
寺
へ
の
寺
領
寄
進
に
関
し
て
便
宜
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
成
功
後
の
秀

吉
へ
の
謝
礼
を
準
備
す
る
よ
う
に
催
促
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
家
次
の
言
葉
通
り
、
秀
吉
は
九
月
一
日
に
は
鶴
林
寺
へ
寺
領
二
〇
〇
石
を

寄
進
し
て
い
る（

（1
（

。
鶴
林
寺
は
家
次
に
働
き
か
け
、
み
ご
と
に
寺
領
を
獲
得
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
年
十
二
月
三
日
に
三
木
の
北
方
加
東
郡
に
あ
る
光
明
寺
へ
は
「
当
寺
領
之
内
大
谷
高
倉
之
事
、
可
致
寄
進
之
旨
、
秀
吉

被
仰
出
之
条
、
被
成
其
意
、
全
寺
納
肝
要
候
」
と
い
う
よ
う
に（

（1
（

、
寺
領
寄
進
に
つ
い
て
秀
吉
の
意
向
を
伝
達
し
て
い
る
。
光
明
寺
よ
り
さ

ら
に
北
に
位
置
す
る
同
郡
の
清
水
寺
に
対
し
て
も
家
次
は
度
々
書
を
送
っ
て
い
る
が
、
天
正
九
年
十
一
月
二
十
日
に
は
寺
領
一
〇
〇
石
の

寄
進
が
決
定
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
同
年
三
月
二
十
八
日
に
は
、
や
は
り
加
東
郡
の
朝
光
寺
へ
諸
役
免
除
を
伝
達
し
て
い
る（
（2
（

。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
家
次
が
関
与
し
て
い
た
地
域
は
、
三
木
城
の
あ
る
美
嚢
郡
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
周
囲
の
加
古
郡
や
加
東
郡
に
ま
で

及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
家
次
は
三
木
城
代
と
し
て
城
を
預
か
る
の
み
な
ら
ず
、
播
磨
東
部
の
諸
郡
の
支
配
を
秀
吉
か
ら
委
任
さ
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
同
時
期
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
家
次
宛
の
秀
吉
文
書
が
存
在
す
る
。

　
【
史
料
Ｃ（

（2
（

】

　
　

こ
め
三
百
石
、
小（

羽
柴
長
秀
）

一
郎
か
た
へ
ひ〔

兵

粮

〕

や
う
ろ
ニ
わ
た
し
可
申
候
、

　
　
　
　

天
正
九
年　

正
月
十
一
日　

秀
吉
︵
花
押
︶

　
　
　
　
　
　
　

七
郎
さ
い
も
ん
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73 秀吉権力と杉原家次

　
【
史
料
Ｄ（
（2
（

】

　
　
　
　

か
し
申
候
八
木
之
事
、

　
　
　

合
百
石
者
、
壱
わ
り
の
か
き
物
取
候
て
可
相
渡
候
也
、

　
　

右
、
郡
山
弾
正
ニ
可
相
渡
者
也
、

　
　
　
　

天
正
九

　
　
　
　
　

三
月
廿
五
日　
　
　
　

秀
吉
︵
花
押
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
郎
左
衛
門

　
【
史
料
Ｅ（

（2
（

】

こ
め
五
十
石
、
て
ら
に
つ
く
り
の
よ
を
い
ニ
、
め（

妙
興
寺
）

う
こ
し
ゑ
わ
た
し
可
申
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
　

天
正
九
年
六
月
廿
一
日　

秀
吉
︵
花
押
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
郎
さ
い
も
ん

　
【
史
料
Ｃ
】
は
兵
粮
米
三
百
石
を
羽
柴
長
秀
へ
渡
す
こ
と
を
、【
史
料
Ｄ
】
は
借
米
と
し
て
百
石
を
郡
山
弾
正
に
渡
し
、
一
割
の
利
息
を

取
る
旨
の
証
文
を
弾
正
か
ら
差
し
出
さ
せ
る
こ
と
を
、【
史
料
Ｅ
】
は
寺
普
請
の
費
用
と
し
て
、
五
十
石
を
妙
興
寺
へ
渡
す
こ
と
を
命
じ

た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
天
正
九
年
中
の
も
の
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
家
次
発
給
文
書
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
家
次
は
播
磨
東
部
に
お
い

て
在
地
支
配
や
秀
吉
直
轄
地
や
蔵
米
の
管
理
を
行
う
な
ど
、
主
に
後
方
支
援
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
こ
の
時
期
、
家
次
は
、
以
下
の
よ
う
な
書
状
を
信
長
の
上
使
へ
送
っ
て
い
る（

（2
（

。

　
　

�

上
様
よ
り
御
用
の
由
候
て
、
ゑ
の
き
可
被
成
御
切
之
由
候
て
、
其
元
為
御
上
使
御
越
之
由
、
御
辛
労
存
候
、
然
共
当
国
之
儀
者
、
筑

前
守
こ
つ
く
い
を
う
ち
堅
申
付
事
ニ
候
、
定
而
御
朱
印
可
被
成
御
所
持
候
間
、
御
上
使
之
御
名
字
可
承
候
、
幷
御
し
ゅ
い
ん
を
致
拝
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見
、
御
意
之
儀
ニ
候
者
、
家
を
こ
わ
し
申
候
て
も
、
筑
前
守
馳
走
可
被
申
候
、
早
々
此
御
返
事
ニ
委
可
被
仰
越
候
、
以
其
上
御
馳
走

可
仕
候
、
猶
此
も
の
可
申
上
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
原
七
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　

十（
天
正
八
年
ヵ
）

二
月
七
日　
　
　

家
次
︵
花
押
︶

　
　
　
　

上
さ
ま

　
　
　
　
　

御
上
使
御
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
い
る　

人
々
御
中

　

秀
吉
領
内
で
エ
ノ
キ
を
調
達
す
る
と
の
こ
と
で
、
信
長
の
上
使
が
播
磨
へ
と
下
向
し
て
く
る
。
家
次
は
そ
の
上
使
の
名
を
知
ら
な
か
っ

た
が
、
こ
れ
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。「
当
国
」
す
な
わ
ち
播
磨
国
内
に
あ
る
エ
ノ
キ
は
す
べ
て
秀
吉
が
「
こ
つ
く
い
」（
刻
印
の
よ
う
な

も
の
で
あ
ろ
う
）
を
打
っ
て
そ
の
所
有
権
を
明
示
し
て
い
る
。
エ
ノ
キ
を
差
し
出
せ
と
言
う
か
ら
に
は
、
あ
な
た
は
必
ず
や
信
長
様
の
御

朱
印
状
を
お
持
ち
な
の
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
あ
な
た
の
お
名
前
も
教
え
て
ほ
し
い
。
そ
の
上
で
、
た

し
か
に
信
長
様
の
意
向
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
な
ら
ば
、
秀
吉
は
た
と
え
家
を
壊
し
て
で
も
エ
ノ
キ
集
め
に
協
力
す
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
書
状
は
加
東
郡
の
清
水
寺
に
伝
来
し
て
お
り
、
果
た
し
て
「
信
長
の
上
使
」
を
称
す
る
人
物
に
届
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ

が
、
内
容
か
ら
は
、
家
次
が
そ
の
素
性
に
や
や
疑
惑
を
抱
い
て
い
る
様
子
が
感
じ
取
れ
よ
う
。
だ
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
こ
の
史
料
も

や
は
り
家
次
が
播
磨
東
部
の
行
政
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、家
次
の
活
動
は
主
に
内
政
面
に
お
い
て
見
受
け
ら
れ
、一
方
で
軍
事
面
で
の
働
き
を
示
す
よ
う
な
史
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

唯
一
と
も
い
え
る
事
例
は
、
た
と
え
ば
「
惟
任
退
治
記
」
に
「
高
松
城
志
水
兄
弟
・
芸
州
加
勢
主
人
三
人
切
腹
、
雑
兵
扶
命
、
杉
原
七
郎

左
衛
門
尉
為
検
使
請
取
城
、
丈
夫
入
置
人
数
」
と
あ
り（

（2
（

、
天
正
十
年
六
月
、
備
中
高
松
城
攻
め
に
際
し
て
家
次
が
従
軍
し
て
い
た
こ
と
が
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わ
か
る
程
度
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る（

（2
（

。

　
　

�
御
状
之
趣
、
筑
前
守
令
達
候
処
、
各
四
人
代
主
命
籠
城
之
諸
人
可
有
御
助
之
由
、
結
構
一
入
被
相
感
候
、
則
可
被
応
望
之
候
に
、
船

壱
艘
・
酒
肴
十
荷
上
林
極
上
三
袋
令
進
入
候
、
明
日
検
使
出
候
様
ニ
と
御
使
者
申
候
、
得
其
意
候
、
忝
存
候
、
四
人
之
外
、
假
令
雖

長
男
・
連
枝
切
腹
有
之
間
敷
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

六（
天
正
十
年
）

月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

杉
原
七
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜂
須
賀
彦（

正

勝

）

右
衛
門

　
　
　
　
　
　

清
水
長（

長

治

）

左
衛
門
殿

　

蜂
須
賀
正
勝
と
連
署
で
、
検
使
の
派
遣
や
城
主
清
水
宗
治
ら
四
人
以
外
の
者
が
自
決
し
な
い
よ
う
に
城
中
へ
申
し
送
っ
た
も
の
で
、
家

次
が
正
勝
と
並
ぶ
秀
吉
家
中
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ま
で
内
政
面
で
の
活
動
が
顕
著
で
あ
っ
た
家
次
が
、
な
ぜ
こ
の
合
戦
の
場
に
は
来
て
い
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は

お
そ
ら
く
、
信
長
の
動
向
と
関
係
し
て
い
よ
う
。
高
松
城
攻
め
に
際
し
て
、
毛
利
側
は
主
将
の
毛
利
輝
元
以
下
、
叔
父
の
吉
川
元
春
・
小

早
川
隆
景
ら
が
総
力
を
結
集
し
て
援
軍
に
駆
け
付
け
て
き
て
い
た
。
こ
れ
を
み
た
秀
吉
は
信
長
に
来
援
を
要
請
、信
長
は
こ
れ
を
容
れ
て
、

安
土
を
発
し
て
五
月
二
十
九
日
に
京
都
へ
到
着
し（

（2
（

、
六
月
四
日
に
は
京
都
を
発
っ
て
西
へ
と
向
か
う
予
定
で
あ
っ
た（

（2
（

。
結
局
こ
れ
は
本
能

寺
の
変
に
よ
り
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、
信
長
の
到
着
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
待
ち
う
け
て
い
た
秀
吉
と
し
て
は
、
自

身
の
働
き
が
信
長
の
目
に
ど
の
よ
う
に
映
る
の
か
が
、
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
戦
況
に
つ
い
て

は
、
秀
吉
は
す
で
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
か
ら（

（2
（

、
羽
柴
家
総
力
を
挙
げ
て
こ
の
戦
い
に
臨
ん
で
い
る
こ
と
を
信
長
に
示
す
た
め
に
、
秀
吉

は
例
外
的
に
家
次
を
呼
び
寄
せ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
基
本
的
に
家
次
の
本
分
は
、
や
は
り
内
政
に
あ
っ
た
と
み
て

間
違
い
あ
る
ま
い
。
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以
上
、
織
田
期
に
お
け
る
家
次
に
つ
い
て
、
関
連
文
書
を
検
討
し
つ
つ
そ
の
動
向
を
考
察
し
た
。
家
次
は
天
正
初
年
頃
に
は
近
江
長
浜

に
お
い
て
秀
吉
の
留
守
を
任
さ
れ
、
後
に
は
秀
吉
に
従
い
播
磨
へ
と
赴
き
、
主
に
そ
の
東
部
の
在
地
支
配
や
秀
吉
直
轄
地
の
代
官
な
ど
を

担
当
し
た
。
そ
し
て
蓄
え
た
米
を
、
秀
吉
の
命
令
に
従
い
前
線
へ
と
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
家
次
の
中
国
地
方
に
お
け
る
役

割
と
い
う
の
は
、
西
方
で
毛
利
方
と
対
峙
す
る
秀
吉
の
後
方
支
援
で
あ
っ
た
と
総
括
で
き
よ
う
。

　
　

三
．
秀
吉
政
権
の
成
立
と
杉
原
家
次

　
　
　

１
　
京
都
奉
行
在
職
期

　

天
正
十
年
六
月
十
三
日
の
山
崎
の
合
戦
に
勝
利
し
た
秀
吉
は
、
同
二
十
七
日
の
清
洲
会
議
に
お
い
て
主
導
権
を
握
る
。
秀
吉
は
山
城
・

丹
波
な
ど
を
領
有
し
、京
都
も
実
質
上
秀
吉
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
は
じ
め
桑
原
貞
也
が
京
都
奉
行
と
し
て
置
か
れ
た
が
、

そ
の
任
を
果
た
せ
な
か
っ
た
と
し
て
八
月
七
日
に
は
早
く
も
そ
の
職
を
解
任
さ
れ
、
そ
の
後
任
に
は
家
次
と
浅
野
長
吉
が
任
じ
ら
れ
る（

（3
（

。

も
っ
と
も
長
吉
は
、
十
月
に
開
始
さ
れ
た
秀
吉
の
紀
州
根
来
一
揆
の
討
伐
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
京
都
奉
行
と
し
て
の
職
務

に
従
事
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
事
実
上
家
次
ひ
と
り
が
行
う
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
以
降
家
次
は
、
天
正
十
一
年
五
月
二
十
一
日
に

前
田
玄
以
が
京
都
奉
行
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
そ
の
職
に
在
っ
た
。
家
次
の
京
都
奉
行
と
し
て
の
職
掌
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
真
昭
氏
も
十
八

点
の
家
次
発
給
文
書
を
掲
げ
て
触
れ
て
い
る
が（

（3
（

、
そ
れ
以
外
に
も
い
く
つ
か
の
史
料
が
管
見
に
触
れ
た
。
そ
こ
で
こ
こ
に
改
め
て
家
次
の

職
掌
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。

　
　
　
　

①
当
知
行
安
堵

　
　

御
寺
領
并
山
林
、
以
前
々
筋
目
、
任
当
知
行
之
旨
、
無
異
儀
可
有
御
寺
納
候
、
恐
々
謹
言
、
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天
正
十　
　
　
　

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　

十
月
十
二
日　
　
　
　
　

家
次
︵
花
押
）

　
　
　
　

西
山

　
　
　
　
　

光
明
寺

　
　
　
　
　
　
　

ま
い
る

　

京
都
奉
行
期
の
家
次
発
給
文
書
の
中
で
最
も
多
い
の
が
、
こ
の
よ
う
に
寺
社
に
対
し
て
当
知
行
を
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
そ
の
時
点

で
寺
社
が
保
有
す
る
土
地
の
継
続
所
有
を
認
め
る
当
知
行
安
堵
の
意
味
合
い
は
、
新
地
加
増
な
ど
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
加
増
す

る
場
合
、
当
然
な
が
ら
そ
の
分
の
土
地
の
代
償
を
い
ず
れ
か
に
求
め
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
行
え
ば
領
有
権
の
変
動
を
伴
う
可
能
性
が
出

て
く
る
。
当
該
期
の
家
次
発
給
文
書
に
は
そ
の
よ
う
な
新
地
を
給
与
し
た
も
の
は
全
く
見
当
た
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
家
次
の
京
都
奉
行
と

し
て
の
権
限
は
、
あ
く
ま
で
現
状
維
持
を
認
可
で
き
る
に
留
ま
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
家
次
の
権
限
の

矮
小
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
織
田
期
に
お
け
る
村
井
貞
勝
や
、
家
次
の
後
の
京
都
奉
行
前
田
玄
以
に
お
い
て
も
そ
れ
は
ほ

ぼ
同
様
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
新
地
充
行
は
基
本
的
に
信
長
・
秀
吉
な
ど
の
専
権
事
項
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

②
諸
役
免
除

　
　

�

賀
茂
社
領
境
内
六
郷
幷
所
々
散
在
等
之
事
、
従
先
規
三
社
之
内
為
守
護
使
不
入
度
　々

御
下
知
、
殊
被
対　

御
朱
印
上
者
、
山
林
・

竹
木
幷
人
足
非
分
之
課
役
等
、
如
先
々
不
可
有
相
違
之
条
、
如
件
、

　
　
　
　

天
正
十
一
年　

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　

三
月
廿
七
日　
　

家
次
︵
花
押
）

　
　
　
　

当
社
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惣
御
中

　

当
知
行
安
堵
と
並
ん
で
多
い
の
が
、
寺
社
へ
の
地
子
銭
や
夫
役
な
ど
の
諸
役
を
免
除
し
た
も
の
で（

（3
（

、
八
例
ほ
ど
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　

③
治
安
維
持

　

家
次
は
ま
た
二
通
の
禁
制
を
発
し
て
い
て
、
国
質
・
所
質
や
喧
嘩
・
口
論
、
押
買
を
禁
じ
る
条
文
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が（

（3
（

、

こ
の
こ
と
か
ら
、
全
面
的
に
で
は
な
い
に
し
ろ
、
洛
中
の
治
安
維
持
に
つ
い
て
家
次
が
一
定
の
権
利
と
義
務
を
有
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
、
京
都
奉
行
と
し
て
の
家
次
の
職
掌
は
、
お
お
む
ね
当
知
行
安
堵
・
諸
役
の
免
除
ま
た
は
賦
課
、
そ
し
て
治
安
維
持
の
三
点
に
集

約
で
き
る
。
任
を
解
い
た
桑
原
貞
也
の
後
だ
け
に
失
敗
が
許
さ
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
秀
吉
は
信
用
の
置
け
る
人
物
を
京
都
奉

行
に
と
考
え
た
の
は
間
違
い
な
く
、
そ
こ
で
選
ば
れ
た
の
が
家
次
で
あ
っ
た
。
短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
家
次
は
そ
の
職
を
大
過
な
く
務

め
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

２
　
近
江
坂
本
在
城
期

　

天
正
十
一
年
五
月
二
十
一
日
、
織
田
信
雄
は
前
田
玄
以
へ
「
京
都
奉
行
職
申
付
之
訖
、
然
上
公
事
篇
其
外
儀
、
以
其
方
覚
悟
難
落
著
仕

儀
有
之
者
、
相
尋
筑（

秀
吉
）前
守
、
何
も
彼
申
次
第
可
相
極
事（
（3
（

」
と
申
し
送
り
、
京
都
奉
行
に
任
命
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
家
次
は
そ
の
職
を
退

き
、
近
江
坂
本
城
へ
と
移
る
こ
と
に
な
る
。
家
次
は
四
月
に
は
早
く
も
坂
本
城
の
留
守
居
を
秀
吉
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
た
が（

（3
（

、
離
職
後
も
、

以
下
の
よ
う
な
文
書
を
出
し
て
い
る（

（3
（

。

　
　

�

山
崎
油
座
之
事
、
去
年
以
来
種
々
訴
訟
雖
在
之
、
以
拙
者
遠
慮
、
今
迄
無
一
見
候
つ
る
、
然
処
、
今
度
対
山
崎
中
候
て
、
秀
吉
被
出

置
三
ケ
条
之
条
目
、
其
条
数
ニ
彼
座
之
事
堅
被
仰
付
候
間
、
各
向
後
得
其
意
、
他
所
之
油
商
買
之
段
、
可
有
停
止
候
、
右
之
通
、
聊

不
可
有
違
背
者
也
、
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
原
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79 秀吉権力と杉原家次

　
　
　
　

六（
天
正
十
一
年
）

月
廿
五
日　
　

家
次
（
花
押
）

　
　
　
　
　

洛
中
洛
外

　
　
　
　
　
　
　
　

惣
中

　

こ
れ
は
玄
以
が
京
都
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
後
に
、
家
次
が
洛
中
洛
外
に
対
し
て
、
山
崎
油
座
以
外
の
油
を
買
う
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で

あ
る
。
一
見
玄
以
は
無
視
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、同
日
付
で
家
次
は
「
山
崎
油
座
之
事
、今
度
秀
吉
堅
被
仰
付
候
、

即
自
拙
者
可
申
付
由
候
間
、
只
今
申
触
候（

（3
（

」
と
玄
以
へ
申
し
送
っ
て
、
秀
吉
の
命
令
に
よ
り
自
分
が
こ
の
件
に
つ
い
て
申
し
付
け
た
事
情

を
説
明
し
て
い
る
。
秀
吉
が
玄
以
で
は
な
く
家
次
に
命
じ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
玄
以
が
織
田
信
雄
の
任
命
し
た
者
で
あ
る
か
ら
な
の
か
、

そ
れ
と
も
玄
以
側
の
事
情
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
う
し
て
家
次
は
京
都
の
治
世
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

八
月
一
日
、
家
次
は
秀
吉
か
ら
近
江
国
志
賀
郡
・
高
嶋
郡
・
神
埼
郡
に
お
い
て
三
万
二
千
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
、
合
わ
せ
て
志
賀
郡

内
二
万
六
百
六
十
石
の
秀
吉
「
台
所
入
」（
直
轄
領
）
の
代
官
に
も
任
じ
ら
れ
た（

（3
（

。
家
次
の
在
す
る
坂
本
の
近
辺
に
秀
吉
「
台
所
入
」
が
、

遠
方
に
知
行
地
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（

（4
（

、
つ
ぎ
の
史
料
を
み
て
み
よ
う（

（4
（

。

　
　

�

朽
木
総
谷
中
之
宿
之
事
幷
百
姓
等
出
置
材
木
売
買
之
儀
、
往
古
已
来
存
知
之
旨
不
可
有
相
違
候
、
御
用
材
木
之
事
、
請
取
渡
、
是
又

如
先
規
、
可
被
奉
公
候
、
誰
々
御
知
行
候
へ
共
、
有
来
之
様
申
届
可
遣
候
也
、
仍
状
如
件
、

　
　
　
　

天
正
十
一　
　
　

杉
原

　
　
　
　
　

六
月
九
日　
　
　

家
次
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

高
嶋
舟
木
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
郎
五
郎

　

高
嶋
郡
舟
木
郷
の
「
太
郎
五
郎
」
と
い
う
人
物
に
対
し
て
材
木
売
買
を
認
め
た
判
物
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
家
次
は
、
以
前
か
ら
近
江
国
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内
に
お
い
て
在
地
支
配
に
関
わ
っ
て
い
た
。
舟
木
郷
は
八
月
一
日
段
階
で
家
次
の
所
領
と
さ
れ
て
い
る
が（

（4
（

、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
家

次
が
支
配
を
認
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ず
、
だ
と
す
れ
ば
自
己
の
領
域
支
配
の
一
環
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
う
で
な
い
と
す

れ
ば
、
家
次
は
自
己
の
所
領
以
外
の
近
江
国
内
の
統
治
に
つ
い
て
、
秀
吉
か
ら
何
ら
か
の
権
限
を
認
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
実

際
、
家
次
の
在
地
支
配
は
、
そ
の
所
領
や
秀
吉
「
台
所
入
」
以
外
の
地
に
も
及
ん
で
い
る
。

　
　

�

急
度
以
折
帋
申
入
候
、
就
中
、
其
郷
拙
者
申
次
之
事
候
条
、
誰
々
御
陣
取
ニ
而
候
共
、
少
も
狼
藉
己
下
在
間
敷
候
間
、
自
然
理
不
尽

之
族
出
来
候
者
、
此
方
江
急
々
可
有
注
進
候
、
為
其
如
此
申
遣
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
七
郎
左

　
　
　
　
　
　

六（
天
正
十
一
年
）

月
十
六
日　
　
　

家
次
︵
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

す
か
の
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参

　

乱
妨
狼
藉
を
禁
じ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
が（

（4
（

、
菅
浦
は
伊
香
郡
の
内
で
、
高
嶋
郡
か
ら
も
随
分
離
れ
て
お
り
、
ま
し
て
居
城
の
坂
本
と

は
相
当
な
遠
距
離
で
あ
る
。
家
次
は
こ
の
地
の
「
申
次
」
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
職
分
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
家

次
が
か
な
り
の
広
範
囲
に
渡
っ
て
近
江
国
内
の
在
地
支
配
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
京
都
奉
行
を
辞
め
た
後
も
家
次
は
近
江
支
配
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
坂
本
城
は
、
秀
吉

が
「
坂
本
を
持
候
へ
は
、
天
下
を
抱
候（

（4
（

」
と
言
う
ほ
ど
の
京
都
を
押
さ
え
る
要
衝
で
あ
っ
た
。
ま
た
賤
ヶ
岳
合
戦
に
際
し
て
も
、
家
次
は

こ
れ
に
加
わ
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
秀
吉
か
ら
「
其
方
ハ
其
城
留
守
居
申
付
、
追
而
左
右
可
申
候
之
間
、
何
時
も
一
左
右
次
第
、
人
数

召
連
可
相
越
候
」
と
い
う
よ
う
に（

（4
（

、
後
詰
め
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
秀
吉
家
中
に
お
け
る
家
次
の
地
位
は
な
お
も
盤
石
に
思
え
た
が
、
天
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81 秀吉権力と杉原家次

正
十
一
年
末
に
は
急
転
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

３
　
丹
波
福
知
山
領
有
期

　

天
正
十
一
年
十
一
月
、
家
次
に
関
し
て
「
近
日
以
之
外
物
ニ
狂（

（4
（

」
っ
た
と
い
う
風
聞
が
流
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
ほ
ど
な
く
し
て
、
家

次
は
坂
本
か
ら
丹
波
福
知
山
へ
と
転
封
を
命
じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
家
次
が
福
知
山
を
領
有
し
た
こ
と
は
『
兼
見
卿
記
』（
天
正
十
二

年
九
月
三
日
条
）
に
「
丹
州
福
地
山
之
城
中
ニ
八
幡
勧
請
在
之
、
他
所
へ
遷
申
度
之
由
云
、
杉
原
七
郎
左
衛
門
在
城
云
々
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
た
し
か
で
あ
る
。
そ
の
時
期
の
確
定
は
難
し
い
が
、
以
下
の
史
料
か
ら
あ
る
程
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（4
（

。

　
　

当
所
之
内
御
殿
、
陣
取
并
乱
妨
狼
藉
人
在
之
者
、
押
置
可
注
進
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
原

　
　
　
　
　

十（
天
正
十
一
年
）

二
月
一
日　
　
　

家
次
︵
花
押
︶

　
　
　
　
　
　

ひ
ろ
せ
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
中

　

丹
波
国
船
井
郡
広
瀬
村
に
対
し
て
、
陣
取
や
狼
藉
人
が
出
来
し
た
な
ら
ば
注
進
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。『
大
日
本
史
料
』

で
は
こ
れ
を
天
正
十
年
に
比
定
し
て
い
る
が
、
天
正
十
年
段
階
で
家
次
が
丹
波
国
内
の
在
地
支
配
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
は

他
に
な
い
た
め
、
天
正
十
一
年
の
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

家
次
の
福
知
山
支
配
に
関
す
る
史
料
は
、
そ
の
領
有
期
間
の
短
さ
の
た
め
ほ
と
ん
ど
管
見
に
触
れ
な
い
が
、
家
次
唯
一
の
知
行
充
行
状

が
こ
の
丹
波
領
有
期
に
出
さ
れ
て
お
り
、
天
正
十
二
年
八
月
十
九
日
に
家
次
は
家
臣
に
対
し
て
丹
波
国
天
田
郡
内
の
所
領
を
与
え
て
い

る（
（4
（

。
そ
し
て
家
次
は
、
こ
の
年
九
月
九
日
に
没
し
て
い
る
。

　

家
次
の
没
後
、
家
督
は
嫡
男
の
長
房
が
継
い
だ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
秀
吉
は
所
領
の
継
承
を
許
さ
ず
、
福
知
山
領
は
没
収
さ
れ
た（

（4
（

。
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理
由
は
、
家
次
が
秀
吉
か
ら
の
処
遇
に
不
満
を
漏
ら
し
て
不
興
を
こ
う
む
っ
た
た
め
と
も
伝
え
ら
れ
、
そ
の
死
も
病
死
で
は
な
く
、
秀
吉

へ
あ
て
つ
け
た
か
の
よ
う
な
自
害
で
あ
っ
た
と
い
う（

（5
（

。
そ
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
も
そ
も
坂
本
か
ら
福
知
山
へ
移
封
さ
れ
た
こ

と
自
体
が
一
種
の
左
遷
と
考
え
ら
れ
る
か
ら（

（5
（

、
秀
吉
が
家
次
に
対
し
て
強
い
憤
り
を
感
じ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
少
な
く
と
も
た
し
か
で
あ

ろ
う
。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
杉
原
家
次
の
発
給
・
受
給
文
書
を
整
理
し
つ
つ
、
そ
の
事
績
を
追
っ
て
み
た
。
家
次
の
死
に
よ
っ
て
杉
原
家
は
没
落
し
、
後
に

秀
吉
の
許
し
を
得
て
長
房
が
大
名
と
し
て
復
活
し
た
も
の
の
、
家
次
の
よ
う
な
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
。
こ
れ

に
代
わ
っ
て
秀
吉
が
取
り
立
て
た
の
が
、
木
下
家
定
と
そ
の
子
た
ち
で
あ
る
。
本
来
、
家
定
は
秀
吉
正
室
の
実
兄
と
は
い
え
杉
原
家
の
庶

流
で
あ
り
、
惣
領
で
あ
る
家
次
の
影
に
隠
れ
た
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
家
定
の
初
見
史
料
は
天
正
十
五
年
に
な
ら
な
い
と
見
当
た
ら
な

い
が
、
そ
こ
で
家
定
は
木
下
名
字
を
称
し
て
い
る（

（5
（

。
そ
れ
以
前
は
杉
原
名
字
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が（
（5
（

、
つ
ま
り
、
杉
原
家
次
の
死
と

杉
原
家
の
没
落
か
ら
数
年
の
後
に
「
木
下
家
定
」
が
現
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
先
述
し
た
よ
う
な
家
次
に
対
す
る
秀
吉
の
強

い
不
満
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　

家
次
に
不
快
感
を
抱
い
た
秀
吉
は
、
そ
の
子
長
房
へ
の
所
領
継
承
を
認
め
ず
、
大
名
と
し
て
の
杉
原
家
は
一
旦
断
絶
す
る
。
そ
の
間
、

幼
少
の
長
房
を
養
っ
た
の
は
浅
野
長
吉
だ
と
さ
れ
る
が（

（5
（

、
こ
の
こ
と
は
、
秀
吉
が
家
次
に
宛
て
た
文
書
が
浅
野
家
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と

か
ら
み
て
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
秀
吉
は
、
没
落
し
た
杉
原
家
嫡
流
に
代
わ
っ
て
、
庶
流
の
「
杉
原
家
定
」
を
引
き
立
て
る
こ
と
に
す

る
。
そ
の
際
、
家
次
へ
の
強
い
不
満
を
い
ま
だ
捨
て
き
れ
な
い
秀
吉
は
、
家
定
に
名
字
を
替
え
る
こ
と
を
命
じ
、
自
身
の
旧
名
字
で
あ
る
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83 秀吉権力と杉原家次

「
木
下
」
を
与
え
た
。
こ
れ
が
秀
吉
の
親
族
大
名
木
下
家
の
「
創
出
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

（5
（

。

　

そ
の
後
木
下
家
は
、
家
定
の
嫡
男
木
下
勝
俊
が
若
狭
一
国
を
与
え
ら
れ
、
官
職
は
侍
従
・
少
将
に
昇
り
、
さ
ら
に
羽
柴
名
字
を
称
す
る

こ
と
を
許
さ
れ
て
「
羽
柴
若
狭
少
将
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
家
定
の
五
男
は
秀
吉
の
養
子
と
な
っ
て
「
羽
柴
秀
俊
」
と
名
乗

り
、
後
に
大
大
名
小
早
川
家
へ
養
子
入
り
し
家
督
を
継
ぐ
。
小
早
川
秀
秋
が
こ
れ
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
家
定
の
血
統
は
、
秀
吉
の
強
い
庇

護
を
受
け
て
繁
栄
し
て
い
っ
た
。
そ
の
発
端
が
ま
さ
に
杉
原
家
次
の
没
落
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
秀
吉
最
古
の
奉
行
人
と
も
言
う
べ
き
杉
原
家
次
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
豊
臣
政
権
研

究
の
進
展
に
は
、
家
次
以
降
に
続
々
と
現
れ
る
諸
奉
行
人
の
役
割
解
明
は
欠
か
せ
な
い
。「
五
奉
行
」
の
よ
う
に
、
一
つ
の
集
団
と
し
て

機
能
す
る
時
期
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
奉
行
人
個
々
の
具
体
的
検
討
を
集
積
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
や
は
り
、
発
給
・
受
給

文
書
の
検
出
・
分
析
が
何
よ
り
望
ま
れ
よ
う（

（5
（

。

　
註

　
（
1
）�　

名
古
屋
市
博
物
館
編
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
～
。

　
（
2
）�　

藤
井
讓
治
編
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
。

　
（
3
）�　
「
豊
臣
氏
奉
行
発
給
文
書
考
」（『
古
文
書
研
究
』
八
二
号
、
二
〇
一
六
年
）。

　
（
4
）�　

家
次
お
よ
び
杉
原
氏
に
つ
い
て
は
「
木
下
家
系
圖
附
言
纂
」（『
日
出
町
誌
』
史
料
編
）、『
平
姓
杉
原
氏
御
系
図
附
言
』（
日
出
町
立
萬
里
図
書
館
）・

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
な
ど
を
参
照
。

　
（
5
）�　

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
八
月
一
日
付
で
家
次
は
秀
吉
か
ら
近
江
国
内
に
お
い
て
三
万
二
千
石
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
（『
大
日
本
古
文
書

　

家
わ
け
第
二　

浅
野
家
文
書
』
七
）、同
日
付
で
浅
野
長
吉
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、同
じ
く
近
江
国
内
二
万
三
百
石
に
過
ぎ
な
い
（『
浅
野
家
文
書
』

三
一
五
）。
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（
6
）�　

管
見
の
限
り
に
お
い
て
は
、芦
田
完
「
福
知
山
城
主
杉
原
家
次
」（
上
）・（
下
）（『
ふ
く
ち
山
』
七
七
・
七
八
号
、一
九
五
八
年
）、朝
尾
直
弘
「
豊

臣
政
権
論
」（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
9
、
一
九
六
三
年
）、
岩
澤
愿
彦
「
山
城
・
近
江
に
お
け
る
豊
臣
氏
の
蔵
入
地
に
つ
い
て
」（『
歴
史
学
研

究
』
二
八
八
号
、
一
九
六
四
年
）、
伊
藤
真
昭
『
京
都
の
寺
社
と
豊
臣
政
権
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
石
井
進
『
中
世
の
か
た
ち
』（
中
央
公

論
新
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
あ
る
。
芦
田
氏
は
家
次
の
丹
波
福
知
山
領
有
の
真
否
を
中
心
に
論
じ
、
朝
尾
氏
と
岩
澤
氏
は
豊
臣
蔵
入
地
の
形
成
過

程
の
中
で
家
次
に
触
れ
、
伊
藤
氏
は
豊
臣
期
に
お
け
る
京
都
所
司
代
の
成
立
に
着
目
し
つ
つ
京
都
奉
行
時
代
の
家
次
に
も
言
及
し
て
い
る
。
ま
た

石
井
氏
は
、家
次
が
元
々
は
連
雀
商
人
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
七
九
～
一
九
九
七
年
）

で
は
立
項
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

　
（
7
）�　
『
浅
野
家
文
書
』
三
〇
七
。

　
（
8
）�　
『
浅
野
家
文
書
』
三
〇
八
。

　
（
9
）�　
「
長
浜
八
幡
神
社
文
書
」（『
近
江
長
濱
町
志
』
第
一
巻 

本
編
上
）。

　
（
10
）�　
「
長
浜
八
幡
神
社
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
）。

　
（
11
）�　
『
信
長
公
記
』
の
天
正
三
年
八
月
十
二
日
条
・
八
月
十
五
日
条
・
九
月
十
四
日
条
に
、
秀
吉
が
信
長
の
越
前
攻
め
に
加
わ
っ
て
い
る
様
子
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　
（
12
）�　
「
小
山
家
蔵
文
書
」（『
特
別
展　

秀
吉
家
臣
団
』
所
収
）。

　
（
13
）�　

小
竹
文
生
「
但
馬
・
播
磨
領
有
期
の
羽
柴
秀
長
」（
駒
沢
大
学
『
史
学
論
集
』
二
八
号
、
一
九
九
八
年
）。
な
お
、
長
秀
か
ら
秀
長
へ
の
改
名
時

期
に
つ
い
て
は
同
氏
「
羽
柴
秀
長
文
書
の
基
礎
的
研
究
」（
駒
沢
大
学
『
史
学
論
集
』
二
七
号
、
一
九
九
七
年
）
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
り
、

天
正
十
二
年
以
降
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
（
14
）�　

た
と
え
ば
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
に
は
「
播
州
三
木
の
城
を
領
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
15
）�　
「
飯
尾
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
）。

　
（
16
）�　
（
天
正
八
年
）
八
月
二
十
九
日
付
戸
田
寺
宛
杉
原
家
次
書
状
（「
鶴
林
寺
文
書
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
）。
な
お
「
戸
田
」
と
は
、

鶴
林
寺
の
山
号
「
刀
田
山
」
を
指
す
。

　
（
17
）�　

天
正
八
年
九
月
一
日
付
刀
田
山
宛
羽
柴
秀
吉
判
物
（「
鶴
林
寺
文
書
」
名
古
屋
市
博
物
館
編
『
豊
臣
秀
吉
文
書
集
一
』
吉
川
弘
文
館
）。

　
（
18
）�　

天
正
八
年
十
二
月
三
日
付
滝
野
光
明
寺
宛
杉
原
家
次
判
物
（『
新
修
加
東
郡
誌
資
料
編
』
所
収
）。
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85 秀吉権力と杉原家次

　
（
19
）�　

天
正
九
年
十
一
月
二
十
日
付
清
水
寺
宛
杉
原
家
次
判
物
（「
清
水
寺
文
書
八
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
）。

　
（
20
）�　

天
正
九
年
三
月
二
十
八
日
付
杉
原
家
次
・
平
野
長
政
連
署
判
物
（「
朝
光
寺
文
書
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
）。

　
（
21
）�　
「
森
川
勘
一
郎
氏
所
蔵
文
書
」（『
豊
太
閤
真
蹟
集
』）。

　
（
22
）�　
「
連
教
寺
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
）。

　
（
23
）�　
「
保
阪
潤
治
氏
所
蔵
文
書
」（『
豊
太
閤
真
蹟
集
』）。

　
（
24
）�　
「
清
水
寺
文
書
八
」（
奥
野
高
廣
『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
下
巻
）。

　
（
25
）�　
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
輯
下
。

　
（
26
）�　
「
吉
川
家
中
并
寺
社
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
）。

　
（
27
）�　
『
兼
見
卿
記
』
天
正
十
年
五
月
二
十
九
日
条
。

　
（
28
）�　
『
晴
豊
公
記
』
天
正
十
年
六
月
一
日
条
。

　
（
29
）�　

拙
稿
「
豊
臣
政
権
と
毛
利
氏
」（『
國
學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究
紀
要
』
八
号
、
二
〇
一
六
年
）。

　
（
30
）�　
（
天
正
十
年
）
八
月
七
日
付
桑
原
貞
也
宛
羽
柴
秀
吉
書
状
写
（「
立
入
文
書
」『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編
之
二
）。

　
（
31
）�　

前
掲
書
、
註（
6
）。

　
（
32
）�　
「
光
明
寺
文
書
」（『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編
之
二
）。

　
（
33
）�　
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
）。

　
（
34
）�　

天
正
十
一
年
二
月
二
十
六
日
付
清
涼
寺
宛
杉
原
家
次
禁
制
（「
清
涼
寺
文
書
」『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編
之
三
）。

　
（
35
）�　
「
古
簡
雑
纂
」（『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編
之
四
）。

　
（
36
）�　
（
天
正
十
一
年
）
四
月
四
日
付
杉
原
家
次
宛
羽
柴
秀
吉
書
状
（「
信
松
院
文
書
」『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編
之
三
）。

　
（
37
）�　
「
離
宮
八
幡
宮
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
）。

　
（
38
）�　
「
離
宮
八
幡
宮
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
）。

　
（
39
）�　
『
浅
野
家
文
書
』
六
、七
。

　
（
40
）�　

朝
尾
直
弘
前
掲
論
文
、
註（
6
）

　
（
41
）�　
「
渡
平
八
郎
氏
所
蔵
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
）。
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（
42
）�　

家
次
宛
の
秀
吉
知
行
充
行
状（『
浅
野
家
文
書
』七
）に
、三
浜
と
舟
木
合
わ
せ
て
一
二
五
八
石
余
が
家
次
領
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
（
43
）�　
「
菅
浦
文
書
五
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
）。

　
（
44
）�　

岡
本
次
郎
右
衛
門
尉
・
斎
藤
玄
蕃
助
宛
羽
柴
秀
吉
書
状
写
（『
浅
野
家
文
書
』
一
〇
）。
な
お
こ
こ
で
「
天
下
」
と
は
、「
全
国
」
で
は
な
く
京

都
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　
（
45
）�　

前
掲
註（
36
）「
信
松
院
文
書
」。

　
（
46
）�　
『
多
聞
院
日
記
』
天
正
十
一
年
十
一
月
二
十
日
条
。
な
お
引
用
部
の
前
に
「
坂
本
ノ
城
杉
原
ハ
筑
州
無
並
仁
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か

ら
も
家
次
の
秀
吉
家
臣
団
に
お
け
る
地
位
の
高
さ
が
窺
え
る
。

　
（
47
）�　
「
水
無
瀬
文
書
」（『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編
之
三
）。

　
（
48
）�　

天
正
十
二
年
八
月
十
九
日
付
中
村
五
左
衛
門
尉
宛
杉
原
家
次
判
物
（「
天
城
文
書
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
）。

　
（
49
）�　

同
年
十
月
十
四
日
、秀
吉
家
臣
田
中
吉
政
が
福
知
山
の
天
寧
寺
の
諸
式
を
免
除
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る（「
天
寧
寺
文
書
」『
大
日
本
史
料
』

第
十
一
編
之
九
）。
家
次
死
去
後
、
す
ぐ
に
除
封
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
（
50
）�　
「
斉
藤
安
信
氏
所
蔵
文
書
」（『
豊
岡
市
史
』
史
料
編
、
上
巻
）。

　
（
51
）�　

坂
本
が
要
地
で
あ
る
と
秀
吉
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
加
え
て
、
坂
本
が
敵
対
す
る
織
田
信
雄
や
徳
川
家
康
ら
の

勢
力
に
比
較
的
近
い
の
に
対
し
、
福
知
山
近
辺
に
敵
対
勢
力
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
も
踏
ま
え
れ
ば
、
い
わ
ば
「
閑
職
に
回
さ
れ
た
」

観
は
否
め
な
い
。

　
（
52
）�　

天
正
十
五
年
九
月
二
十
四
日
付
木
下
家
定
宛
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（「
足
守
木
下
家
文
書
」『
ね
ね
と
木
下
家
文
書
』
山
陽
新
聞
社
、一
九
八
二
年
）。

　
（
53
）�　

た
と
え
ば
『
平
姓
杉
原
氏
御
系
図
附
言
』（
前
掲
註（
４
））
に
は
「
木
下
家
定
公
と
申
奉
は
（
中
略
）
御
若
年
よ
り
豊
臣
秀
吉
公
に
仕
へ
給
ひ

従
五
位
下
肥
後
守
に
叙
爵
し
、
秀
吉
公
よ
り
姓
氏
を
給
り
て
平
姓
杉
原
氏
を
あ
ら
た
め
豊
臣
姓
木
下
氏
と
称
し
給
ふ
」
と
あ
る
。

　
（
54
）�　

前
掲
註（
50
）「
斉
藤
安
信
氏
所
蔵
文
書
」。

　
（
55
）�　

秀
吉
が
木
下
名
字
を
与
え
て
い
る
前
例
が
あ
る
こ
と
は
、
拙
著
『
豊
臣
政
権
の
権
力
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て
論
じ

た
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
56
）�　

こ
こ
で
、「
五
奉
行
」
の
一
人
で
も
あ
り
、
と
く
に
財
政
や
検
地
に
お
い
て
の
活
動
が
顕
著
な
有
力
奉
行
人
の
長
束
正
家
の
新
出
文
書
を
紹
介

し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
は
國
學
院
大
學
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
土
御
門
家
記
録
』（
貴
重
書
二
二
〇
八
）
の
紙
背
文
書
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
正
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87 秀吉権力と杉原家次

家
が
秀
吉
に
仕
え
る
以
前
、
丹
羽
長
秀
の
家
臣
時
代
の
文
書
で
、
長
秀
の
副
状
で
あ
る
。
併
せ
て
提
示
す
る
。

　
　
　
　
　

�

御
札
拝
見
申
候
、仍
長
秀
へ
両
種
披
露
之
処
、則
祝
着
之
旨
□
□
被
申
候
、拙
者
へ
も
海
鼠
腸
桶
一
幷
独
活
一
籠
遂
御
意
、過
分
至
極
候
、毎
々

御
懇
情
難
謝
、
於　

禁
中
不
被
得
御
隙
之
旨
、
可
為
貴
□
候
、
長
秀
も
此
中
□
［　
　
　
　
　
　
　

］
御
用
之
段
者
可
承
候
、
旁
期
返
音
候
、

恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
束
新
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
五
日　

正
家
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

土
御
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
報

　
　
　
　
　

御
嘉
例
新
暦
満
□
申
候
、拙
子
へ
も
同
一
巻
幷
鳥
一
被
懸
御
意
、過
分
候
、併
不
相
替
目
出
度
存
候
、猶
来
春
早
々
御
慶
可
申
入
候
、恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
束
新
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
二
十
九
日　

正
家
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

土
治
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
報

　
　
　
　
　

�

御
状
殊
自
年
生
一
折
・
独
活
一
籠
送
給
候
、
寔
遠
路
御
懇
情
之
段
、
快
然
候
、
爰
元
可
明
隙
候
而
、
近
日
可
令
帰
城
候
間
、
猶
追
而
可
申
入
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惟
五
左

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
五
日　

長
秀
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［　
　
　
　

］

　
　
　
　
　

�

例
年
新
暦
調
給
候
、
□
以
畏
入
候
、
無
音
候
間
、」
来
春
□
可
申
入
候
、」
尚
又
□
□
□
□
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惟
五
左
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十
二
月
二
十
九
日　

長
秀
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
部
大
輔
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
返
報

　
　
　
　

丹
羽
長
秀
が
惟
住
を
称
す
る
の
は
天
正
三
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
だ
が
、
詳
し
く
は
後
考
と
し
た
い
。
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89 秀吉権力と杉原家次

〔
表
Ａ
〕
　
杉
原
家
次
発
給
文
書
一
覧

年
月
日

署
名

宛
所

 

内
容

出
典

１
　

天
正
三
年
三
月
十
三
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
家
次
︵
花
押
）

八
幡
宮

掟
書

長
浜
八
幡
神
社
文
書

２
（
天
正
三
年
ヵ
）
十
一
月
十
二
日

杉
原
弥
七
郎
家
次
（
花
押
）

八
幡
宮

四
人
の
衆
居
屋
敷
の
裁
許
に

つ
い
て

長
浜
八
幡
神
社
文
書

３
　

天
正
八
年
二
月
二
十
八
日

杉
原
家
次
︵
花
押
）

飯
尾
理
左
衛
門
尉

屋
敷
土
居
廻
の
分
赦
免

飯
尾
文
書

４
（
天
正
八
年
） 

八
月
二
十
九
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
家
次
︵
花
押
）

戸
田
寺

寺
領
寄
進

鶴
林
寺
文
書

５
（
天
正
八
年
ヵ
） 
九
月
七
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）

　

他
一
名

清
水
惣
中

馬
瀬
鴨
百
姓
等
罷
退
に
つ
い
て
清
水
寺
文
書
８

６
　

天
正
八
年
十
二
月
三
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
家
次
︵
花
押
）

滝
野
光
明
寺

秀
吉
か
ら
の
寺
領
寄
進
を
伝

え
る

『
新
修
加
東
郡
誌

　

資
料
編
』
所
収

７
（
天
正
八
年
ヵ
）
十
二
月
七
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
家
次
︵
花
押
）

上
さ
ま
御
上
使
御
中

信
長
上
使
の
氏
名
に
つ
い
て

清
水
寺
文
書
８

８
（
天
正
九
年
ヵ
）
一
月
十
六
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
久
遊
阿
弥

前
々
の
如
く
寺
僧
へ
異
見

浄
信
寺
文
書

９
　

天
正
九
年
三
月
二
十
八
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）

　

他
一
名

朝
光
寺
行
事

居
屋
敷
地
子
・
諸
役
免
除

朝
光
寺
文
書

10
　

天
正
九
年
十
一
月
二
十
日

杉
原
家
次
︵
花
押
）

清
水
寺
行
事
御
坊

寺
領
寄
進

清
水
寺
文
書
８

11
　

天
正
十
年 

六
月
三
日

杉
原
七
郎
左
衛
門　

他
１
名

清
水
長
左
衛
門

清
水
宗
治
切
腹
に
つ
き
検
使

派
遣

吉
川
家
中
并
寺
社
文
書

12
（
天
正
十
年
）
八
月
九
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）

　

他
一
名

東
福
寺

預
物
改

東
福
寺
文
書

13
（
天
正
十
年
）
八
月
十
九
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
長
福
寺
御
役
者
中

門
前
人
足
免
除

長
福
寺
文
書
乾

14
（
天
正
十
年
）
八
月
二
十
一
日

杉
七
左
家
次
︵
花
押
）

筑
後
守
殿

人
足
免
除

梅
畑
村
共
有
文
書

15
（
天
正
十
年
）
九
月
二
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
伊
勢
因
幡
入
道
殿

御
身
上
相
違
な
し

前
田
家
所
蔵
文
書

16
（
天
正
十
年
）
九
月
十
二
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
宝
寿
院

神
馬
進
上

祇
園
社
記
雑
纂
５

17
　

天
正
十
年
十
月
二
十
五
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
西
山
光
明
寺

寺
領
安
堵

光
明
寺
文
書

18
（
天
正
十
年
）
十
一
月
二
十
五
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
御
室
雑
掌
寺
家
御
房

人
足
役
免
除

仁
和
寺
文
書

19
　

天
正
十
年
十
一
月
二
十
八
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次

大
原
野
小
塩
山
勝
持
寺

禁
制

勝
持
寺
文
書
１

20
（
天
正
十
年
ヵ
）
十
二
月
一
日

杉
原
家
次
︵
花
押
）

ひ
ろ
せ
村
惣
中

陣
取
・
乱
妨
・
狼
藉
禁
止
を

保
証

水
無
瀬
文
書
４

21
　

天
正
十
年
十
二
月
十
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
社
家
神
方
御
中

社
領
安
堵

松
尾
神
社
文
書
３

22
　

天
正
十
年
十
二
月
十
七
日

杉
原
家
次
︵
花
押
）

三
鈷
寺

寺
領
安
堵

三
鈷
寺
文
書

23
　

天
正
十
年
十
二
月
二
十
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
西
岩
蔵
金
蔵
寺
惣
中

寺
領
安
堵

金
蔵
寺
文
書
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年
月
日

署
名

宛
所

 

内
容

出
典

24
（
天
正
十
年
）
十
二
月
二
十
七
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
休
庵
斎

青
蓮
院
に
疎
意
な
し

青
蓮
院
文
書

25
（
天
正
十
一
年
）
一
月
十
七
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
御
霊
社
領
百
姓
中

地
子
銭
納
所
命
令

上
御
霊
神
社
文
書

26
　

天
正
十
一
年
一
月
二
十
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
等
持
院

寺
領
安
堵

等
持
院
文
書

27
（
天
正
十
一
年
）
閏
一
月
二
十
七
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
判

吉
田
神
主
殿

長
壁
社
遷
座
に
つ
い
て

兼
見
卿
記

28
　

天
正
十
一
年
二
月
二
十
六
日

杉
原
家
次
︵
花
押
）

嵯
峨
清
涼
寺
千
部
経
中

禁
制

清
涼
寺
文
書

29
　

天
正
十
一
年
三
月
二
十
七
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
当
社
惣
御
中

諸
役
免
除

賀
茂
別
雷
神
社
文
書
３

30
（
天
正
十
一
年
）
五
月
二
十
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
御
室
雑
掌
御
寺
家

人
足
役
免
除

仁
和
寺
文
書

31
（
天
正
十
一
年
）
五
月
二
十
五
日

家
次
︵
花
押
）

田
中
清
安
殿

山
城
国
狭
山
郷
の
儀
に
つ
い
て
談

合
す
べ
し

石
清
水
文
書
３

32
　

天
正
十
一
年
六
月
九
日

杉
原
家
次
︵
花
押
）

高
嶋
舟
木
□
□
太
郎
五
郎
朽
木
谷
材
木
売
買
許
可

渡
平
八
郎
氏
所
蔵
文
書

33
（
天
正
十
一
年
）
六
月
十
六
日

杉
七
郎
左
家
次
（
花
押
）

す
か
の
浦
惣
中

陣
取
・
狼
藉
禁
止
を
保
証

菅
浦
文
書
五

34
（
天
正
十
一
年
）
六
月
二
十
五
日

杉
原
家
次
︵
花
押
）

洛
中
洛
外
惣
中

山
崎
油
座
以
外
の
油
停
止

離
宮
八
幡
宮
文
書
４

35
（
天
正
十
一
年
）
六
月
二
十
五
日

杉
原
家
次
︵
花
押
）

玄
以
斎

山
崎
油
座
に
つ
い
て
通
達

離
宮
八
幡
宮
文
書
４

36
（
天
正
十
一
年
ヵ
）
七
月
十
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
禅
林
寺

山
林
竹
木
役
免
除

禅
林
寺
文
書

37
　

天
正
十
一
年
七
月
十
一
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
称
讃
院
惣
寺
中

惣
居
屋
敷
役
免
除

高
宮
寺
文
書

38
　

天
正
十
一
年
七
月
二
十
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
な
し

禁
制

松
禅
院
文
書

39
（
天
正
十
一
年
）
八
月
四
日

杉
原
家
次

西
岡
名
主
百
姓
中

西
岡
を
秀
吉
台
所
入
と
す
る

東
文
書
10

40
（
天
正
十
一
年
ヵ
）
八
月
八
日

杉
七
郎
左
家
次
（
花
押
）

浅
弥
兵

河
内
長
原
社
領
へ
の
「
肝
煎
」

を
依
頼

志
紀
長
吉
神
社
文
書

41
　

天
正
十
一
年
八
月
二
十
四
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
︵
花
押
）
西
教
寺

寺
領
安
堵

西
教
寺
文
書

42
（
天
正
十
一
年
）
九
月
九
日

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
在
判

江
州
諸
職
人
中

諸
役
免
除

岩
倉
石
工
共
有
文
書

43
（
天
正
十
一
年
）
十
一
月
五
日

杉
七
左
家
次
（
花
押
）

中
村
五
左
衛
門
尉

墨
の
上
進
を
命
じ
る

天
城
文
書

44
　

天
正
十
二
年
八
月
十
九
日

杉
原
家
継
（
花
押
）

中
村
五
左
衛
門
尉

知
行
宛
行

天
城
文
書
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91 秀吉権力と杉原家次

〔
表
Ｂ
〕
　
杉
原
家
次
受
給
文
書
一
覧

年
月
日

署
名

宛
所

 

内
容

出
典

１
　

天
正
九
年
一
月
十
一
日

秀
吉
（
花
押
）

七
郎
さ
え
も
ん

兵
粮
米
受
け
渡
し

森
川
勘
一
郎
氏
所
蔵
文
書

２
　

天
正
九
年
三
月
二
十
五
日

秀
吉
（
花
押
）

七
郎
左
衛
門

米
貸
し
渡
し

蓮
教
寺
文
書

３
　

天
正
九
年
六
月
二
十
一
日

秀
吉
（
花
押
）

七
郎
さ
い
も
ん

米
受
け
渡
し

保
阪
潤
治
氏
所
蔵
文
書

４
　

天
正
十
年
九
月
十
七
日

秀
吉
（
花
押
）

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉

兵
粮
米
受
け
渡
し

足
守
木
下
家
文
書

５
（
天
正
十
一
年
）
二
月
一
日

吉
田
左
衛
門
督
兼
（
花
押
）

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
殿

長
壁
社
遷
座
に
つ
い
て

兼
見
卿
記

６
（
天
正
十
一
年
）
四
月
四
日

筑
前
守
秀
吉
（
花
押
）

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
殿

坂
本
城
留
守
居
を
命
じ
る

信
松
院
文
書

７
（
天
正
十
一
年
）
八
月
一
日

秀
吉
（
花
押
）

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
殿

台
所
入
目
録

浅
野
家
文
書
６

８
　

天
正
十
一
年
八
月
一
日

秀
吉
（
花
押
）

杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
殿

知
行
目
録

浅
野
家
文
書
７

９
（
天
正
十
一
年
）
八
月
十
七
日

筑
前
守
秀
吉

杉
原
［　
　
　
　
　

］
殿
坂
本
か
ら
大
坂
へ
の
移
動
を

命
じ
る

村
上
大
憲
氏
所
蔵
文
書
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